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１．はじめに 

 洋上風力発電の導入推進を期待し，実証研究として千葉県銚子市沖合に洋上風力発電所が建設され，様々な

計測が行われた．本施設の基礎は重力式基礎を採用しており，基礎構造物周辺の海底地形変化および洗掘防止

工が施設の安定性上重要となるため，基礎周辺の測深調査を年に 1 回実施してきた．そこで，本稿では，洋上

風車基礎を設置する前から現在までの測深調査結果をとりまとめ，当該海域における海底地形変化について検

討した． 

２．洋上風力発電施設および測深調査の概要 

2.1 洋上風力発電所の概要 

 洋上風力発電所は，図－1 に示すように千葉県の銚子

市沖合約 3.1km，水深 11m の地点に建設され，洋上風車

および風況観測タワーと海象観測装置（超音波式波高計

および ADCP）が設置された．洋上風車と風況観測タワー

の基礎は重力式基礎で三角フラスコ型の形状である．海

底地盤を浚渫して基礎捨石で置換し，その上に基礎を設

置した．基礎の周辺には洗掘防止工として袋詰玉石材

（9t，73 個）を 2～3周配置している（図－2）． 

2.2 測深調査の概要 

 測深調査は，洋上風車基礎設置位置を中心とした 80m

×80m の海域において，マルチビーム測深器（Seabat8125

型）を艤装した調査船で，調査海域を 3～4kt で航行して

計測を行った．計測時期は毎年 1 月頃で約 1 年ごとに計

測しており，基礎設置前の 2012 年 1 月から 2016 年 12 月

までの計 6 回分の計測データを本稿での検討対象とした． 

３．測深調査結果と考察 

3.1 測深調査結果 

 図－3 に各年の測深調査の結果を示す．2012 年 1 月は

基礎据付前の状態である．2013 年 1 月以降のデータは基

礎および洗掘防止工を設置した状態であり，中央の大き

い円形が基礎，周囲の小さい円形が袋詰玉石材である． 

 図－4 は約 1 年ごとに行った各計測間の地形変化量を

示したものである．赤色がその間に水深が減少した状態，

青色がその間に水深が増加した状態を表している．図－5

には，基礎および洗掘防止工を設置したあとの累積地形

変化量として，2013 年 1 月から 2016 年 12 月の 4年間の

地形変化量を示す． 
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図－2 洋上風車基礎および洗掘防止工の 

設置状況 

摩擦増大 Asマット 

袋詰玉石材
9t/個 

基礎捨石

基礎

φ21m 

袋詰玉石材
9t/個 

基礎 

N

図－1 銚子沖洋上風力発電所の位置 
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3.2 考察 

 図－4 の 1 年ごとの地形変化量を見ると，2013 年 1 月から 2014 年 1 月，2014 年 1 月から 2015 年 2 月，お

よび 2016 年 1 月から 2016 年 12 月にかけての地形変化は，おおむね基礎の南側で水深が減少，北側で水深が

増加している傾向が見られた．一方，2015 年 2 月から 2016 年 1 月にかけての地形変化では逆の傾向が見られ

た．2015 年 2 月から 2016 年 1 月にかけての特徴的な事象としては，2015 年 8 月の台風 16 号があり，この台

風により有義波高 5m を超える高波浪が丸 2 日間以上継続し，計測期間中で最も高波浪が継続する事象となっ

た．砂村(1982)による正味の漂砂量の岸向き・沖向きの判定式によると，検討対象としている海域の水深およ

び底質粒径の条件では，有義波高 6m 程度までは沖向き漂砂が生じ，有義波高が 6m を超えるような場合には岸

向き漂砂が生じるとされる．台風 16 号時には有義波高が 6m を超える時間が長かったことから，岸向きに砂が

大量に移動し，2016 年 1 月の測深調査時にはその地形変化が戻っていなかったものと考えられる． 

 図－5の 4年間の累積地形変化量を見ると，洗掘防止工敷設範囲には，基礎の西側，北西側，北東側に袋詰

玉石材を追加投入したことによる水深の減少箇所が見られるが，それ以外の洗掘防止工範囲には大きな水深の

変化は見られず，福山ら(2014)により選定した洗掘防止工の安定性を確認することができる． 
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図－3 測深調査結果 
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図－5 4 年間の累積地形変化量 
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